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青梅線の終点拝島を降りて、拝島橋迄歩くのは時
間の無駄と思い、車をひろって拝島橋まで直行。と云っ
ても多摩川の土手まで、車を降り多摩川の土手の上
を歩く事20分程度。ここの河原はとても広く、しか
もその中に草原・林・水たまり等があり、自然その
ままの景色。この河原はとても変化にとんでいるので、
色々な生物たちが住んでいる。この穏やかな美しい
景色の中、足下でお互いに生きる為のドラマがくり
ひろげられていると思うと不思議な感じが致します。 
大空から獲物を狙って飛んでいるノズリ（クソトビ）

や鳶の姿や、水の中で草むらの鷺の遊ぶ姿を見てい
ると我々都市部に住んでいる者にはなかなか見られ
ぬ風景に、つい見とれてしまう事もしばしばでした。 
 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

9月 16日、私の自宅の横を流れる桂川が氾濫し、

嵐山の渡月橋周辺のホテル、料理屋など観光施設

に被害が出た。さらに17日には伊豆大島で山崩れ

と河川の氾濫で多くの犠牲者が出た。最近は異常

気象であるとはいえ、洪水による被害が繰り返し、

改めて治水が問題となっている。中には環境保護

から中止していたダムの建設や巨大なコンクリー

ト堤防の必要を説く者もいる。その要求がすべて

間違っているのではないが、流域管理を環境政策

以前にもどしてはならないだろう。 

水政策は国土政策の基本であるが、治水、利水、

保水、親水の 4つの側面が総合されなければなら

ない。高度経済成長時代までは、治水と利水が水

政策の中心であった。その具体的な対策が多目的

ダムであった。日本のおもな河川ではダムのない

のは四万十川と長良川だけといわれるほど、全国

の河川にダムが作られた。長良川河口堰の問題を

契機に、自然保護やアウトドア・スポーツなどの

団体からダムの建設に強い反対が起こった。経済

的にも低成長と産業構造の転換から水需要が大き

く減少し、費用便益分析の上でもダムに巨額の公

共事業費を出すメリットは小さくなった。治水や

利水という伝統的な水政策以外の政策目的が重要

になってきたのである。 

保水というのは私の造語だが、水資源の量的・

質的保全の事業である。急激な都市化・工業化に

よって水資源の枯渇と汚濁、生態系の破壊が加速

度的に進んだ結果、今後の河川管理、特に環境保

全のために生じた事業である。発生源の水質浄化、

下水道、終末処理場などのハードな施設の建設と

管理だけでなく、森林や里山の保全、農薬などの

化学物質の利用の制限や周辺住民の環境保護のた

めの活動が求められる。親水というのは80年代以

降の水郷水都運動の提案者で都市計画家高田昇の

造語だが、景観保全、アウトドア・スポーツなど

水環境とアメニティのある都市生活を共存させる

事業である。 

4つの水政策は相互に関係しているのであるが、

それは流域全体で総合されなければ実現できない。

このことは淀川水系流域の維持管理問題で明らか

になった。この流域ガバナンスで最も遅れている

のは、その事業を進めるための行財政制度である。

最近出版された諸冨徹・沼尾波子編『水と森の財

政学』（日本経済評論社）がその最初の業績で、日

本財政学会でも取り上げてシンポを開いた。そこ

で解ったことは、ガバナンスの困難である。石崎

淳子氏によれば ,1988 年から民有林の施設・監督

は市町村に任されているが、森林行政担当職員は

平均2.7人、専従は1.4人、森林管理専門の経歴の

職員がいるのはわずか 1団体である。市町村合併

の結果、山村から役場なくなったので、森林行政

が弱体化したのである。都道府県林業費の半分は

森林保全というよりは普通建設事業である。 

2003 年高知県が始めた森林環境税以来 33県が

課税をしている。中でも流域ガバナンスの手段と

して県民会議をつくり、制定した神奈川県の水源

環境税が注目される。しかしいずれも金額は小さい。

この森と水を総合する流域ガバナンスの行財政制

度の確立はまだこれからである。 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

学生達に河川の事例写真をいくつか提示して、その

景観を評価してもらうという簡単な実験を、ここ数年

続けている。筆者が受け持つ大学２年生向けの講義「景

観学概論」で、とにもかくにも景観に関心をもっても

らうための手段としてやっていることなので、実験の

やり方はあまり厳密ではない。もっとも、学生個人の

気まぐれな評価を回避するために、ちょっと工夫した。

評価の前提として、「婚約者と一緒に住むならどの河

川の傍がよいか」を問うたのである。また、堤内地の

様子が評価に影響を与えないように写真を調整した。 

事例写真は毎年同じで、大河川として、阿武隈川(福

島市渡利地区)、信濃川(新潟市万代橋付近)、太田川

(広島市中央公園付近 )など。中河川として鴨川 (京

都市三条大橋付近 )、大畑川 (むつ市 )、新町川 (徳島

市新町公園付近 )など。小河川として壇具川 (下関市

長府 )、神田川 (杉並区富士見ヶ丘駅付近 )などとい

ったところである。残念ながら多摩川は提示写真に含

まれていない。なお、実験では河川名は伏せてある。 

大河川では、例年、きまって評判が良いのが阿武隈

川渡利地区 (右岸 .写真左 . ただし実験のものとやや

異なる) と信濃川万代橋付近(左岸 , 写真右 . 同前 )で

ある。いずれも高水敷がゆるやかに傾斜した草地にな

っている。学生達はそれぞれ「婚約者」を想定し、ピ

クニックをしたり、散策したり、子供たちを走り回ら

せたり、一緒に寝転んだりするイメージをそのゆるや

かな草地に重ねているようだった。 

阿武隈川では、草地をゆるゆると通る路の評判がよ

かった。舗装されない三和土のような裸地で草地との

境目がはっきりせず、なんとなく路が付いているふう

なのがよいのだという。ただ、信濃川には注文がつい

た。低水護岸の天端に進入防止柵があって水面への立

ち入りを拒絶している。学生によってはこれが気に入

らないらしい。しかし、なければないで、子供の安全

が心配という女子学生もいた。 

河川はもとより河川であって、天候によっては増水

し、河川敷は水面下に沈む。しかし、人々は、平時に

はのんびりした時間を受け止める懐の深さをそこに求

めているらしい。河川敷に野球場をつくるとか、パタ

ーゴルフ場をつくるとか、そういう目的的な河川敷の

まとめ方と、懐の深さとは違うように思う。 

ずいぶん昔のことになるが、筆者の先輩にあたる岡

田一天氏は、多目的ではなく、非単目的を旨とした河

川敷整備が大事だと論じた。まことに、そのとおりだ

と、今更ながら思う。河川敷で野球に興じる子供たち

を眺めるのは確かに楽しいが、「野球場化」した河川

敷に、河川としての豊かさを見出すことは難しい。と

くに、誰もいない時、「野球場化」した河川敷に野球

のイメージは重ねられても、オオヨシキリの声を遠く

に聴きながら、寝転んだら気持ちよかろうというのん

びりした想像は浮かんで来ないから。多摩川さん、ご

めんなさい。 



 

 
 
 
 
 
 
 
 
大田区は多摩川が東京湾に注ぐ東京側では最後の地
というアンカー的存在であるにもかかわらず、これま
で「水辺の楽校」がありませんでした。しかしながら、
多摩川に隣接する大田区立嶺町小学校では、これまで
嶺町ランチや川渡りなど多摩川並びに河川敷を利用し
た活動を長年続けてまいりました。私も 10年前子供
たちと一緒に多摩川に入る機会がありました。私が子
供の頃、およそ 40年ほど前が一番汚れていたのかも
しれません。意外とキレイ。ライフジャケットで浮か
んで流れる。超気
持ちいい！子供た
ちの歓声以上に大
きな声を上げたか
も！？我々はこの
素晴らしい環境を
嶺町小学校の生徒
だけでなく、近隣
の小学校や地域の
方を始め多摩川上
流の子供たちにも
安心して利用して
もらいたいと考え
ました。それには
「水辺の学校」を立
ち上げることが最
良であることが、いろいろな方々からのアドバイスに
より分かり、よし！「ここに水辺の学校をつくろう」
と決心しました。 
ここ鵜の木の地域には大きな特徴が３つあります。
一つは、汽水域であること。　近年外来魚が多く繁殖
して生態系が乱れるという河川や湖沼が多いのですが
汽水域では外来魚が繁殖しにくいため、昔ながらの多

くの生物が生
息しておりま
す。先日のガ
サガサでもた
くさんの生物
の採取ができ
ました。甲殻
類だけでも
「弁慶がに」、
「モズクがに」、
「手長えび」、
「白えび」等、
変わったとこ

ろでは「うなぎ」も石の下に潜んでいました。 
二つ目は、「多摩川でボートを楽しむ会」や「日体
大カヌー部」の練習地として川を利用したスポーツが
常に身近にあることです。先の東京国体では、大田区
で唯一の正規開催競技種目であった「カヌー」ですが、
東京代表選手もこの水域で練習した選手から多数選出
されました。嶺町小学校の子供たちは、毎年夏にボー
ト教室に参加したり、カヌー教室へ参加したりするこ
とを楽しみにしております。スポーツの場としての川
活動ができる地域は少ないのではないでしょうか 
三つ目は、河口付近特有の広い河川敷を有しており
野球やサッカーなどのグラウンドとして活用されてい
ることです。この広い河川敷グラウンドを利用してス
ポーツはもとより、嶺町ランチ（給食をお弁当風にア
レンジしていただき河川敷で食べ河川敷で遊ぶ）やお
正月の風物詩のドンド焼き、凧揚げをして遊んでおり
ます。 
今後は、河川敷の植物観察と食べられる野草体験、
野鳥観察、河川敷の虫採集、ガサガサ体験と水棲生物
観察、川渡、川流れ体験、ボートやカヌー体験、河川
敷での遊びを中心に自然環境への保全意識高揚と好奇
心を大切に育めたら良いと思います。水辺の楽校は組
織化され、やっとスタートいたしました。このように
素晴らしい宝が一杯詰まった多摩川を一人でも多くの
子供たちに体験
していただきた
く、活動を広げ
てまいりますの
でご理解とご協
力をよろしくお
願いいたします。
安全第一で、楽
しい多摩川を皆
さんにお伝えい
たします。ぜひ
遊びにいらして
ください。 
 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

先日、カナダのＢＣ州（ブリティッシュコロンビア

州）のスミザースと言う田舎町に住む友人からメール

が来ました。日本人にはまったく無名の町ですが、近

所のボルクリィ川に行ったら80cmぐらいのテツガシ

ラ（降海型ニジマス）が釣れたそうです。英名ではス

ティールヘッドと呼ばれる魚です。自宅の近くの川に

そんな魚が上ってくる環境があることが羨ましいです。 

私たちの地元にはタマゾン川と呼ばれる素晴らしい

多摩川があります。タマゾンの由来は、もとはアマゾ

ン川に負けないほど豊かで魚が多いからでしたがマス

コミによって捻じ曲げられ、熱帯魚が棲む異変の多い

川と悪いイメージを付けられてしまいました。 

多摩川は流域で多くの人がその水を利用し、戻して

いるため、本来の河川とは違った生態を持っています

が、意外にも非常に魚が多い川です。年間を通じて釣

りをして川とふれあうことでそれは十分にわかります。 

ところで多摩川にナマズがいるのをご存知でしょう

か？実はタマゾンと命名（あだ名）をした私の友人は

この魚から発想したそうです。アマゾンにも大ナマズ

がたくさんいますからね。ナマズが暴れると地震が起

きるという言い伝えもあります。信じない人もいるか

と思いますが、ナマズと地震の関係を研究している学

者もいるほどなのです。 

ナマズは貪欲な魚で基本的には夜行性です。コイや

アユなどのように日中に人目のあるところに出てきま

せんから多摩川においてもその存在を知らない人もい

ます。最近知ったのですが、多摩川のナマズは日中で

も活発に捕食活動をします。全国的には夜釣りが普通

ですが、多摩川では明るい時間に釣れます。 

ナマズはその姿やイメージでちょっと深くて流れの

緩い場所にいそうですが、多摩川では浅い瀬の中にい

ます。ルアー（疑似餌）で釣りをすると前述のテツガ

シラのようなサケ科魚類と同じような速い流れの中で

ヒットするので驚かされます。浅瀬にいる小魚を捕食

するためにその場所に来るのでしょう。東京湾から大

量に溯上するアユも格好

の餌ですし、それに加え、

オイカワやウグイ、スゴ

モロコなど、コイ科の小

魚たちがおびただしい数

でいるので、苦労せず捕

食できるのだと考えられ

ます。ですから夜に忍び

寄るように索餌しなくて

もいいわけです。 

時には岩陰やテトラポ

ッドの隙間に身を潜めて

いるのが見えます。ルアーを投げ込んで目の前を通過

させると、追いかけてきてパクッと食いつくのが見え

るときもあり、非常にエキサイティングな釣りになり

ます。 

このナマズの存在をもっとアピールし、タマゾン川

の汚名返上にも役立たせたいと私たちは思っています。 

 



 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
東京都の西端に位置する留浦（とずら）から流れて
くる多摩川と、同じく北端の日原を源流とする日原川
が氷川で合流し、丹縄まで下る川の流れに沿うように
道が走り、そこに私たちの住む奥多摩町があります。 
過疎化という困難な問題を抱えていますが、その中
で密かに増えているのがアートに携わる人たちです。
川下の街から流れを
たどり道を登るよう
に上へ奥へと進み、
そこに住処を得て創
作活動をしている人
が相当数いることを、
何代も前から奥多摩
で住んでいても知る
人はあまりいませんでした。 
何故奥多摩にそういう人たちが増えて来たのかと言
えば、その一つは自然の豊かさ素晴らしさだと思いま
す。心地よい沢の音・木々の葉のふれあう音・小鳥や
虫の鳴き声、空の青・木々の緑・澄み切った川の流れ、
五感に伝わる自然の恵みが心を和ませてくれます。　
多摩川の流れを中心にした奥多摩の自然の中は、創作
活動に集中できる環境であると同時に、自然そのもの
が作家のモチーフにもなっています。そして、地域に
根付こうとしている作家に、周囲の人たちは温かく接
し見守ってくれています。 
こういった素晴らしい町の特色を、地域の人たちを
始めとして、どれだけの人たちが意識し生かしていっ
ているのだろうかという疑問を感じる作家が少なから
ず出て来たのです。この地域の魅力を多くの人に知っ
てほしいという気持ちは、作家達のつながり（OACF
の発足）を広げアートフェスティバル開催へと動いて
行くことになりました。それが4年前に行なった第1

回おくてんでした。 
おくてんの基本
的スタンスは、奥
多摩町に住んでい
るか工房等（ギャ
ラリーを含む）の
活動拠点があり、
アートに関わる仕事をしている人がその場所を解放し、
地域の方々を始めとして訪れる方々との交流を通して
奥多摩とアートの魅力を
伝えていくことです。 
アートとはいっても美
術に関することだけでは
なく、創造といえるもの
総てを含んでいます。 
今年５回目を迎えた「お
くてん2013」は、31の会
場で 43 のアートと 50 の
協賛店が参加し、奥多摩
町とOACF（奥多摩アー
ト・クラフト連盟）との
主催によって、9月の1ヶ月間開催されました。 
保育園から小・中学校の園児・児童・生徒を対象と
したワークショップも企画し、それぞれ別の作家が創
作の楽しさ・素晴らしさを奥多摩の未来を託す子ども
たちに伝えてきました。 
回を重ねる毎に、参加する作家・施設・協賛店を始
めとし、訪問して来られる人も増えてきました。　今
後もまた、多くの魅力あるアートを発信して行きたい
と思います。 



監　事 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

左 は市販
の道路地図
の 一 部 だ 。
多摩川下流、
大師橋付近
が描かれて
いるが、赤
い点線に注
目して欲し
い。もちろ
んこの赤点

線、東京都と神奈川県の境界線を示している。子細に
みると、なんと、大きく波形を描き、一部は左岸に近
づいて、東京側の河川敷きを、神奈川県に取り込んで
いる。 
ところでこの境界線、右岸は神奈川県だけが多摩川
に関わっており、すべて川崎市域が沿岸を成している。
いま、上流に目を移していくと、丸子橋付近までは多
少左右にぶれを生じても、河身のなかにきちんと収まっ
ているのだ。だが、そこから上流は河川敷の様相が大
きく変わったためか、河身の流れから外れてしまうケー
スが連続する。ではこの境界線、いつごろ、何を基準
に定められたのであろうか。ずばり、結論を先に示そう。 
いまから100年ほど前の1912（明治45）年のことだ。
第 28帝国議会で「東京府神奈川県境界変更二関スル
法律」が可決され、同年 4月 1日から施行となった。
その結果、ここに「多摩川ノ河身中央線」を府県境界
線に定めることが確定したのだ。 
さらに同年7月には、「橘樹 (たちばな )・荏原両郡
の境界変更に関する協定書」が作成され、発効した。
両郡長を筆頭に、橘樹郡下の高津・中原・御幸・川 ､
荏原郡下の玉川・調布・矢口・六郷の8か町村長が署
名捺印している。同時に、両岸に散在していた飛び地
は、すべて整理されることになった。そのことは、い
までも両岸に同じ地名を残すこととなった。 

とにかく、多摩川の河身中央線が両府県の境界線と
決まったわけだ。それから100年近く。その間、1933
（昭和 8）年度に下流域では、国庫半額負担による改
修事業が 10数年の歳月をかけて竣工した。この事業
で両岸には、連続堤が築造されたが、長大な堤外地で
は、大掛かりな浚渫工事も進められ、河川の様相は大
きく変容した。 
それに加えて、近代史上空前といわれる明治 43年

（1910）大水害で、各所で破堤、氾濫が起こった。そ
の後の、台風や豪雨などによる堤外地の変化も繰り返
された。このような長年月の間に生じた河川状況の変
化は、河身の中央線と定めた境界線を大きく崩してし
まったのだ。 
この府県境界変更問題、多摩川改修運動の一環とし
て取り組まれた。多摩川の流路変遷は、前時代から続
くが、しばしば一つの村を分断して、各所に飛地をつ
くった。この飛び地の存在は、水防、築堤などを行う
上では、行政上たいへん妨げとなっていた。 
やがて住民たちが動きだした。明治44年（1911）1
月、飛び地を抱える稲田村ほか5か町村の代表らが、「東
京・神奈川府県町村区域変更二関スル請願書」を時の
政府と国会に提出した。その文面には、「犬牙錯綜(け
んがさくそう )セル」飛び地の実情や影響が詳細に綴
られている。 
また、この請願に先立って、神奈川県側の橘樹郡役
所が、右岸ての飛び地の戸数・人口・地籍反別などを
調査している。その際､大洪水で被害を受けた田畑反
別を次のようにまとめている。 
御幸村→田393町 3反 5畝余･畑155町 6反 7畝余 
中原村→田156町 2反 3畝余･畑85町 6反 3畝余 
稲田村→田337町 7反 8畝余･畑108町 4反 9畝余 
高津村→（堤防決壊二ヨル）田15町余･畑20町余 
　　　 （氾濫二ヨル ）田7町余･畑10町余 
このうち御幸村と中原村は、東京府の飛び地にそれ

ぞれ堤防がな
いために被害
を受けたとし
ている。稲田
村 の 場 合 は
違って、東京
府飛び地であ
る下布田堤防
120mの決壊に
よる浸水被害
だという。 

 





 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
1945 年 8月 2日に八王子大空襲、同月15日に第二
次世界大戦終結という、たいへん厳しい時代を過ご
したが、ようやく生活も落ちついてきた 1953年、発
足したばかりの日本植物友の会に父が入会した、戦
前戦後にわたる労苦がいつの間にか父の体を蝕み始め、
再生不良性貧血で倒れることが多くなり、少し野外
を散歩したらよいのでは、といった単純な考えから
だったが、入会してみると自然界の奥深さに心打た
れることが多く、急速に植物にのめりこむこととな
った。しかし父一人では危険なので、必然的に私が
付いていくこととなり、私も植物に興味をもつこと
となった。八王子市には農水省林業試験場淺川分室（現
森林綜合研究所多摩森林科学園）があり、草下正夫、
林弥栄、小林義雄
各先生方から基礎
知識を学ぶことが
出来た。とくに林
弥栄先生らによる
「高尾山天然林の
生態ならびにフロ
ラの研究」（1965）
の現地調査には友
人の菱山忠三郎氏
と共に参加させて
いただいた。また、
1961年以降の東京
都文化財総合調査
自然部会（本田正
次会長）による第
1 次多摩丘陵植物
調査（1961）、第2
次淺川流域植物調
査（1962）に参加
させていただき、
三多摩の丘陵部に

目を開かせていただ
いた。 
長池（旧南多摩郡
由木村別所）、蓮生寺
の存在とその重要性
を知ったのはこの調
査によるところが大
きかった。特筆すべ
き植物としてはジュ
ンサイ、ミズオトギ
リ、サワギキョウ、
ヒツジグサなどが挙
げられる。その後、
1967年 7月 30日に長
池調査を行った折、
干ばつにより長池の
水まで吐き出してし
まい、ジュンサイを
はじめ希少な水生植
物の多くが姿を消し

てしまったことはまったく残念であった。ともかく
も長池、蓮生寺は残すことが出来た。ミズオトギリ
やサワギキョウは現在も公園内で元気に再生している。 
1966 年には南多摩郡多摩町（現多摩市）乞田にあ
った岩根入り池（岩ノ入池）の植物調査を現地の故
長谷川幸次郎氏らと実施した。今では多摩地域から
姿を消したモウセンゴケやミズチドリ、トキソウ、
ヒナザサ、ヤチカワズスゲ、サギスゲ、シズイ、カ
キラン、ミズトンボなど多数の植物が見られた。も
う少し調査が入るのが遅かったら未調査のままで終
わるところであった。ここは残念ながら姿を消した。 
1970 年より畔上能力、菱山忠三郎、吉山寛 3名で
旧東京都南多摩郡域に入る八王子市、日野市、町田市、
多摩市、稲城市の5市の植物調査を開始し、また、同
時に並行してこの地域の池に自生する水生植物の調
査も実施した。これは多摩市の岩の入り池や八王子
市別所の長池とその周辺に見られるようにわずかの
間に姿を消したり変えられていく光景を見て、矢も
楯もたまらない思いからであった。この調査結果は
1974年11月、東京都教育委員会により「文化財の保護」
第7号、特集東京の自然の中に「東京都南多摩地区植
物目録」として発表させていただいた。多摩ニュー
タウン造成をはじめ多摩地域の丘陵部の開発はすさ
まじく、自然の喪失は目をおおうばかりであった。
そのさなか、かつての自然の姿や生育した植物たち
を多数記録し、標本を得られたことは本当によかっ
たと思っている。 
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